（別紙２）
平成25年度日本語教育機関事務研究協議会事例報告
	当初認定番号
	

	教育機関名
	

	記入者
	


１．中国及び韓国からの留学生の受入れについて
　　中国及び韓国からの留学生の受入れについて、貴校の最近の状況、今後の取組や募集活動での情報等で、参考となるものを国別に教えてください。
	（中国）
（韓国）


２．ベトナムやネパールからの留学生の急増への対応について
ベトナムやネパールからの留学生が急増しており、それに伴い、最近刑法犯や所在不明者も急増しております。このことに対処するためには、募集の段階で勉学意思・能力及び経費支弁能力等を慎重に確認することが極めて重要であります。
（１）勉学意思・能力の確認方法について
　貴校では、募集活動の際に勉学意思・能力の確認など、どのような方法で、どのようなことに注意しながら選考をしておられますか、また、現状の問題点、今後の取組についても教えてください。　
	（ベトナム）
（ネパール）



（２）経費支弁能力の確認方法について
　　　貴校では、留学生の経費支弁能力についてどのような方法で、また、どのような点に注意して確認されていますか、具体的に教えてください。
　　　また、現状の問題点、今後の取組についても教えてください。
	（ベトナム）
（ネパール）



３．資格外活動（アルバイト）について
特に、ベトナム及びネパールの学生は、来日後にアルバイトをすることを前提に経費支弁計画を立てている者が多いと聞いております。貴校では、アルバイトを希望する留学生に対してどのように対応していますか。
また、現状の問題点、今後の取組についても教えてください。
	（ベトナム）
（ネパール）



４．ベトナム及びネパール留学生の在籍管理等について教えてください。
　（１）ベトナム留学生について
　　①学生数は何人ですか　（ベトナム学生　　　　人／全学生　　　　人）
　②ベトナム語が話せるスタッフは何人ですか
（常勤　　　　人、非常勤　　　　人、大学留学生等のアルバイト　　　人）
　　③ベトナム留学生について、最近刑法犯（万引等）及び所在不明者が急増していますが、これに対して特に留意している点はどんなことですか。
	　　


２）ネパール留学生について
　　①学生数は何人ですか　（ネパール学生　　　　人／全学生　　　　人）
　②ネパール語が話せるスタッフは何人ですか
（常勤　　　人、非常勤　　　人、大学留学生等のアルバイト　　　人）
　　③ネパール留学生に対して、特に留意すべきことを記入してください。
	


５．その他、本協議会に際し、ご意見ご要望があればお書きください。
	


６．文部科学省、法務省、外務省及び日振協への質問・要望事項がありましたら記入してください。
　　回答を希望する機関に☑をしてください
	回答希望機関
	□ 文部科学省　　　□ 法務省　　　□ 外務省　　　□ 日振協

	【質問・要望事項】



